
個別避難計画
作成モデル事業

城東台西町内会



城東台西町内会
人 口・・・約１３５０人
世帯数・・・約４６０世帯
未加入・・・約 ５０世帯
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これからも住みやすい地域づくり」に向けた

アンケート調査
主催 NPO法人城東台みんなの互助会

共催 城東台学区連合町内会

城東台西町内会

城東台東町内会

城東台南町内会
2



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

④防災、防犯活動

⑭通学・虐待など子どもの見守り
⑥草刈りなどの環境保全

⑯高齢者の見守りや声掛け
⑤公園、集会所の維持

⑱買い物、通院などの移動支援
①地域の付き合い

⑦回覧や個別訪問による広報
⑰高齢者の交流の場

⑮子育て相談や交流の場
⑬こども対象行事
㉑配食や食事処

②夏まつりなど全世代型行事
⑲敬老会など高齢者行事
⑫地域ボランティア活動

⑳セミナーなどの生きがいづくり
⑧地域でのネットを活用した広報

⑨体操など健康づくり活動
⑩趣味や生涯学習の会

③日常的な不安や悩み相談
⑪地域内スポーツ活動

重要 やや重要 あまり重要でない 重要でない 未記入 その他

【重要度】

重要度が高いもの

1位 防災、防犯活動
2位 通学・虐待など子どもの見守り
3位 草刈りなどの環境保全
4位 高齢者の見守りや声掛け

重要度が高いもの順
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

④防災、防犯活動

⑱買い物、通院などの移動支援
③日常的な不安や悩み相談
⑩趣味や生涯学習の会
⑪地域内スポーツ活動

⑨体操など健康づくり活動
⑧地域でのネットを活用した広報

㉑配食や食事処
⑯高齢者の見守りや声掛け
⑫地域ボランティア活動

①地域の付き合い
⑰高齢者の交流の場

⑳セミナーなどの生きがいづくり
②夏まつりなど全世代型行事

⑮子育て相談や交流の場
⑭通学・虐待など子どもの見守り

⑲敬老会など高齢者行事
⑥草刈りなどの環境保全
⑤公園、集会所の維持

⑬こども対象行事
⑦回覧や個別訪問による広報

満足 やや満足 あまり満足していない 満足していない わからない 未記入 その他

【満足度】

満足度が低いもの

1位 防災、防犯活動
2位 買い物、通院などの移動支援
3位 日常的な不安や悩み相談
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑳セミナーなどの生きがいづくり
㉑配食や食事処

⑮子育て相談や交流の場
⑲敬老会など高齢者行事
⑰高齢者の交流の場

⑯高齢者の見守りや声掛け
⑱買い物、通院などの移動支援

⑪地域内スポーツ活動
⑩趣味や生涯学習の会
⑫地域ボランティア活動

⑨体操など健康づくり活動
⑬こども対象行事

⑧地域でのネットを活用した広報
⑭通学・虐待など子どもの見守り

③日常的な不安や悩み相談
④防災、防犯活動

②夏まつりなど全世代型行事
①地域の付き合い

⑤公園、集会所の維持
⑦回覧や個別訪問による広報

⑥草刈りなどの環境保全

満足 やや満足 あまり満足していない 満足していない わからない 未記入 その他

【満足度】
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アンケート結果を受けて
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その１ 生活交通
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その２ 防災

２と、３は、

「災害時」と「日常」の違いはある
が、

「近隣での支え合いをどうするの
か」が問われている。

その３ 高齢者の見守りや支援
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大地震・・・大規模造成盛土マップ
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「ご近助」づくりの調査結果（抜粋1）
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「ご近助」づくりの調査結果（抜粋2）
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城東台学区 各町内会

ご近助ミーティング

（班別ミーティング）
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城東台西町内会の班区分
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①班の中をグループに分ける

第１グループ

第２グループ

第３グループ

第４グループ
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②グループの世帯を区分けする

C）災害時の避難支援が必要な
世帯

B）日頃のちょっとしたお手伝い
（災害時は安否確認）を、
期待している世帯

A）日常の暮らしは、近所での手
助けなしで家族でできる世帯
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ご近助ミーティングの成果

１．実際に「集った」

２．ご近助による「見守り」を、
共通認識にした。
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城東台学区 各町内会

ご近助ミーティングの

次のステップ
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２０２１年度の事業
・緊急連絡先の共有

・災害時の個別避難計画

慎重かつ丁寧に！

まずは、全世帯に、具体的な進め方
のお知らせを配布
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１．班内の近隣グループごとに、
緊急連絡先等を把握し、近隣で
共有する。

緊急連絡先 【方針】

２．緊急連絡先等を近隣で共有す
ることが難しい世帯については、
替わりに「安心カプセル」の設置
に取り組む。
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緊急連絡先 【意向調査結果】
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緊急連絡先 【記入用紙】

※お持ちであれば、できるだけ携帯番号をご記入ください。

お名前 続柄 同居・別居 電話番号 血液型 備考

世帯主 　　　　-　　　　　　-　　　　

同 ・ 別 　　　　-　　　　　　-　　　　

同 ・ 別 　　　　-　　　　　　-　　　　

同 ・ 別 　　　　-　　　　　　-　　　　

同 ・ 別 　　　　-　　　　　　-　　　　

　　　　-　　　　　　-　　　　

その他、伝えておきたいこと

※ ご記入いただいた本カードの原紙は西町内会で、控えを各班のグループ世帯（5～6世帯前後）で保管いたします。

※ 変更等がありましたら、その時点の班長さんにご連絡ください。カードの更新を行います。

ご家族

その他の緊急連絡先名（　　　　　　　　　　　　　　　　）

西　　 丁目　　 区　 　班　　 G
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緊急連絡先 【最終レスポンス】

緊急連絡先 335 74%

安心カプセル 74 16%

未対応 44 10%
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個別避難計画 【対象者】
対象者（候補者）
次の情報等を基に、名簿化する。
岡山市から提供されている避難
行動要支援者名簿

昨年の班別ミーティングで取り
まとめた安否確認や避難支援
希望者世帯

民生委員からの高齢者情報 25



個別避難計画 【手順】

７月～８月に、町内会長と副会長
が個別訪問を行い、
意向や希望を確認。

６月中に、名簿化を行う。
→１００名の候補者をリストアップ
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大
森
市
長
の
協
力
要
請
文
も
同
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個別避難計画 【手順】
丁目
区
班
グループ
氏名（世帯）
住所
支援の必要度・ABC区分
氏名（当事者）
生年月日
TEL
世帯状況・介護度等
災害時安否確認（要・不要）
災害時避難支援（要・不要）
家族の介助（昼）有無
家族の介助（夜）有無
緊急連絡先
近隣の協力者
連携事業所

名簿と右の調査票を
手に、ヒヤリング開始
です。
ご意向をうかがい、
「安否確認対象者」と
「個別避難計画対象
者」に区分していきま
した。 28



個別避難計画 【手順】
計画対象者は、１０月、１１月に

本人、家族、
町内会・近隣、民生委員、
行政、福祉専門家などの
関係者による協議を行い、個別避
難計画を策定する。
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個別避難計画

半年間、なかなかの労作業です。
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個別避難計画 【結果】
◆良かった点
当事者・家族に喜んでいただいた。
ケアマネに喜んでいただいた。

◆気がついた点
民生委員さんの情報量はすごい。
近隣も意外と知らないことが多い。
普段見かけない世帯に課題が多い。
予備軍はもっと多い。 31



これから取り組む地域に【ポイント①】

◆介護事業者の重要性
介護事業者が入ることで、家族や
当事者が安心されます。

私たちの事前ヒヤリングでは、把
握できなかった情報や対応策を
教えていただけます。

32



これから取り組む地域に【ポイント②】

◆町内のやる気と、必要性の認識
なかなかの労作業なので、
岡山市から言われたからやろうと
したら、挫折する可能性が高い。

◆町内での合意形成の重要性
住民はどう思っているのか。
客観的に計画が必要な地域か。
認識が共有されているか。
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ご清聴、ありがとうございました。
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